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第
９
回
　
立
川

別子往還道を訪ねて
　

マ
イ
ン
ト
ピ
ア
別
子
か
ら
県
道
新
居
浜
別
子

山
線
に
出
て
市
街
地
へ
向
か
う
と
、
県
道
の
対

岸
に
は
端
出
場
か
ら
下
る
下
部
鉄
道
跡
の
橋

脚
、
ト
ン
ネ
ル
な
ど
を
あ
ち
こ
ち
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
大
き
な
石
積
の
あ
る
場
所
も
あ

る
の
で
、
一
度
ゆ
っ
く
り
見
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
こ
の
付
近
の
下
部
鉄
道
跡
は
立
ち
入
り
禁

止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
山
間
部
で
あ
る
立
川
町
に
は
、
か
つ
て

立
川
中な
か
じ
ゅ
く
宿
が
あ
り
、
別
子
銅
山
で
採
鉱
、
焼

鉱
さ
れ
た
粗あ
ら
ど
う銅
輸
送
の
中
継
基
地
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
現
在
の
立
川
自
治
会
館
あ
た
り
に
建

物
が
あ
り
ま
し
た
。
粗
銅
の
輸
送
に
あ
た
っ
た

の
は
仲
持
ち
と
呼
ば
れ
る
運
搬
人
で
、
男
性

が
約
45
㎏
、
女
性
が
約
30
㎏
の
荷
物
を
背
負

い
、
旧
別
子
か
ら
約
10
㎞
の
道
の
り
を
運
ん
で

い
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
新
居
浜
口
屋
（
今
の
口

屋
跡
記
念
公
民
館
）
ま
で
は
、
馬
な
ど
で
輸
送

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
元
禄
期
の
別
子

銅
山
開
坑
当
初
は
天
満
浦
（
四
国
中
央
市
土
居

町
）
ま
で
約
35
㎞
の
輸
送
路
で
し
た
が
、
幕
府

か
ら
新
居
浜
へ
輸
送
す
る
こ
と
の
許
可
を
得

て
、
輸
送
距
離
の
短
縮
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
同
時
に
別
子
銅
山
永
代
稼
行
の
許
可
も

得
ら
れ
、
将
来
に
わ
た
る
鉱
山
経
営
の
安
定
化

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
明
治
２
年

（
１
８
６
９
年
）
に
は
、
立
川
精
銅
場
が
操
業

開
始
し
、
明
治
24
年
（
１
８
９
１
年
）
に
惣
開

製
錬
所
に
統
合
さ
れ
る
ま
で
、
粗
銅
を
精
銅
と

す
る
作
業
工
程
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
道
側
の
山
か
ら
降
り
て
く
る
道
が
、
か
つ

て
の
牛
車
道
で
す
。
広
瀬
宰
平
が
、
フ
ラ
ン
ス

人
鉱
山
技
師
ラ
ロ
ッ
ク
に
作
成
さ
せ
た
「
別
子

鉱
山
目
論
見
書
」
の
提
言
に
基
づ
き
、
別
子
か

ら
立
川
ま
で
の
運
搬
車
道
の
整
備
を
行
い
ま
し

た
。
現
在
、
足
谷
川
に
は
立
川
自
治
会
館
へ
渡

れ
る
龍
川
橋
が
架
か
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
す

ぐ
上
流
に
、
そ
の
形
か
ら
眼
鏡
橋
と
呼
ば
れ
る

石
造
り
の
橋
が
架
か
っ
て
い
ま
し
た
。
橋
の
正

式
な
名
前
は
、
不
朽
橋
で
し
た
が
、
明
治
32
年

（
１
８
９
９
年
）
８
月
の
別
子
大
水
害
に
よ
り

流
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
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県
道
新
居
浜
別
子
山
線

立川中宿（立川精銅場）

山根グラウンド

（眼鏡橋）

下
部
鉄
道

牛車道

現在の立川中宿跡


